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し前副長の 連局て 承
た 十 理は審以絡のは後認 負担

わ
や
行
な
送ボガ なが及 0 ,_、が二 計が 0 
迎ラソそくなび 0 次裏提Q'そ壁1あ 0 

七
年
度
の
収
支
決
算
報
告

り
、
小
田
監
事
よ
り
、
会

食報
告
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

の
後
、
山
田
理
事
長
よ
り

(J八
差
スの
活
動
方
針
 
(基

案
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

面
掲
載
)

に
梶
原
副
理
事
長
よ
り
二

八
年
度
の
事
業
計
画
 
(案
) 

収
支
予
算
 
(案
) 
の
提
案

さ
れ
、
満
場
一致
で
異
議

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

の
他
と
し
て
山
田
理
事
長
が
、

リ
ン
代
が
高
騰
し
て
お
り
、

ン
テ
イ
ア
の
方
た
ち
に
も

距
離
に
よ
っ
て
は
大
変
な

を
か
け
て
い
る
た
め
、
「さ

か
」
の
送
迎
料
の
改
定
を

いた
い
と
の
、
提
案
が
あ
り
、

さ
れ
ま
し
た
。 

.一日
、
料
金
の
改
正
に
っ
い

、
運
営
協
議
会
と
陸
運
支

許
可
、
登
録
が
終
り
次
第

し
ま
す
と
、
述
べ
ま
し
た

一上
で
、
総
会
の
議
案
全
て

一議
を
終
了
し
た
の
で
、
議

一.解
任
の
挨
拶
を
行
い
、
岡

一事
長
が
閉
会
を
宣
し
、
午

,一
時
四
十
分
に
閉
会
し
ま

。 
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2008年6月23日
八幡事業所 Te1.Fax 672-7595 
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小倉事業所 Te1.Fax 647-3210 
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2 0 0 7年度「さ4つ,や0、」活動報告

登録ボランテイア数  7 5名 

登録車両数  7 4台 

登録利用者数  4 3名 

送迎回数  2 6 7 5 回 

(八幡 ・小倉事業所合算 2008年3月31 日現在) 

2007.6.10 2B回ポランイア 1｠":とt(事一 【北九州パレス】
「これからの到津の森公園」
到津の森公園 岩野俊郎園長 42名参加
「さ0やか」の今年度の活動について

【福岡県福岡市】
「医表改革と選析医表のこれから」
重松クリニック 重松勝院長 5名参加

「書通救命救急講習とAED講習」 28名参加
北九州市井堀消防署 夏川救急隊員
救急講習ボランティア2名

2007.9.21 ・25 透 会
【小倉第一病院】
l1名参加

小倉第一病院 栄養科 江藤昌子科長 (当時) 

第 1 3 7号

六
月
一
日
 
(日
) 
午
前
十
時

四
十
分
か
ら
北
九
州
市
総
合
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
 
(小
倉
北
区
) 

六
階
会
議
室
で
、
特
定
非
営
利

活
動
法
人
通
院
介
護
セ
ン
タ
ー

「さ
わ
や
か
」
第
五
回
定
期
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

岡
副
理
事
長
が
開
会
宣
言
を

行
い
、
資
格
審
査
委
員
に
高
原

理
事
と
貞
谷
事
務
局
員
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

中
中
中
゛
章
高-
a'
中
゛
中i8,
‘委- なにる『りま力対頃
‘8_そり従『さ改しにすの続
のまっ福わ正た対る_,い
; 基せて祉や差 ° し:腎さてん 、有か 友わ山
｠"-fi  要量;｠":i要f整会や要中 昌運が、、 年謝のか理
e事 し送行業十の皆一事
ゃ な』な施月意様の長令
高 けもつ行一をの事が
j齢 u 去てさ日空最差 、ば律いれよぺ協に日
中 =

発 行 者
特定非営利活動法人
通院介護センター
さ わ や か

障
害
者
や
高
齢
者
の
通
院
や
外
出
支

援
を
道
路
運
送
法
と
い
う
法
律
の

中
で
轉
り
付
け
る
の
は
お
か
し
い

者
の
通
院
や
外
出
士

運
送
法
と
い
う
法
a

り
付
け
る
の
は
、 
- 

で
は
な
い
か
、
と
:

中
央
で
出
始
め
て
い

国
土
交
通
省
の
要

に
し
て
も
、
厚
生
、一 

期
高
齢
者
医
療
制
度

本
当
に
障
害
者
や
、

為
の
法
律
と
し
て
ー

の
で
す
。 
今
後
そ
,一

命
に
か
か
わ
る
よ
-一

問
題
を
、
皆
様
と
」」

押
し
出
し
て
い
き

た
い
と
思
いま
す
。 

そ
し
て
さ
ら
に
通

院
送
迎
事
業
を
発

量
てぃーぃ」

と
、
挨
拶
が
あ
り
ま

キ中f-中*幸 ス援
を
道
路

ーの
中
で
縛

一

か

し

い

の

,:v.う
a息
見
が

ま
す
。

退路
運
送
法

ヵ働
省
の
後

に
し
て
も
、

高
齢
者
の

は
程
遠
い
も

rン
い
っ
た
、

rン
な
大
事
な

-L'ハに
中
央
に

パスハイク 【山口県青海島】
「『豊かさ」を求めて20世紀
ぉ金が全ての時代に ..・ 21名参加
何かを忘れていませんか?」
lP0法人通院介護センター 「さわやか」

江頭博幸相談役
2008.2.24 31 ンテイア 交会

【小倉リーセントホテル】
「北九州市の公書克服の歴史から .
現在の取り組み」 36名参加

北九州環境ミュージアム 安枝裕司次長

j高次別の岡そり総数ち八五資ま理続し岩議た
中に途活副のま｠"｠",五主'名十格し事いた崎長 ° 
'3-梶掲動理後し高｠"名品 、分審大j長一f1 ° 真に
e.原載報事審た成で表出現査 と 一は.副、一告長議 ° 立 、決席在委 加議 正 、

; 理 がょに す定言言,,: 員 峯事 含王事 あり入 る款数数総よ 理録 貝子
争長 り一り e に七一正り 事署 が病

令f まし5まし '31 i 言 、 基名 選院、 0 報 - 午 人 任の
; _ 大i七大i 業き欠1 警前 任に さ腎一 年 こ席 _ 十 さ岡 れ友
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0 
0 
八
年
度
- ll

さ
わ
やか_
活
動
方
針

福
祉
有
償
運
送
を

バ
リ
ア
フ
リ
I
新
法
の
中
で
考
え
る

【I
】
全
青
協
、
福
青
1a
と
-a

ー
し
て
通
動
す
る

国
の
「構
造
改
革
」
に
よ
り
地

方
に
権
限
が
委
譲
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
障
害
者
施
策
な
ど
の
改
悪

が
進
み
、
今
年
度
の
診
療
報
酬
の

改
定
や
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
問

題
で
は
、
特
に
透
析
患
者
は
六
五

歳
で
後
期
高
齢
者
と
し
て
扱
わ
れ

る
な
ど
、
私
達
を
取
り
巻
く
情
勢

は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。 
そ
の
中
で
全
腎
協
や
福

腎
協
と
共
に
患
者
と
し
て
の
声
を

上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

【Ⅱ
】
福
青
協
北
九
州
ブ
口
ッ

ク
の
方
々
と
共
に
構
々
な
通
動

の
前
進
を
目
指
す

「福
祉
有
償
運
送
」
と
し
て
は
順

調
に
送
迎
事
業
を
行
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
事
務
の
煩
雑
化
は
避
け

ら
れ
ず
に
い
ま
す
。 
今
後
、
事
務

局
や
、
利
用
者
の
声
を
福
腎
協
北

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
の
方
々
と
共
に
市

保
健
福
祉
局
や
、
陸
運
支
局
、
国

土
交
通
省
に
訴
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

【m:
】
九
州
三
集
の
通
院
送
迎

事
集
所
と
の
連
携

福
岡
、
佐
賀
、
長
崎
の
三
県
の

送
迎
事
業
所
が
連
携
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
組
織
を
発
展
さ
せ
、
運
営
を r・a ｠",M 。m r.m m nm yrf,巴りlw lp'fr1'''1''ylytfw lfl

なを や祉向 設【まいま迎継
わとそ情有け共立 lV す団す事続
れりの報償て同に一 ° 結 ° 業さ
る 、た交運ま配向共 力お所せ
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で意北不事北ン準要 ら j; きとす見九可業九タ情 に なは
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や行頭 携福に の き行り送
f'm ffyfm ffff//fff前 /fffm m f「n W

障しに l は第在サ - リる通 積習 協か
事大iす理な七程 j.、香 i ァの送i極や運力一と
ゃ実i一く、i祉ス 、いフで法'定 、要案j し
高 都条 研 < リは第相 安

齢建し1等事の在究要さ l な79社fj金;'i者利- で 中運協でつ新 < 条有 積
が用養考画、差送要程与法jの償f藤; 極
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-0 
0 
八
年
度

全
青
協
大
◆0
'=

I N 
富
山

選
析
患
者
の
い
の
ち
と

基
ら
し
を
守
る
・ 

五
月
二
十
四
日
二
十
五
日
に
富

山
市
総
合
体
育
館
に
て
「二
〇
〇
 

八
年
度
全
腎
協
大
会
I
N
富
山
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「さ
わ
や
か
」
か
ら
山
田
、
梶

原
、
貞
谷
が
参
加
し
ま
し
た
。

雨
が
降
る
中
、
二
十
四
日
の
交

流
会
で
は
全
国
各
地
か
ら
総
勢
六

八
九
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 
久
し

振
り
の
仲
間
と
の
再
会
に
、
テ
ー
 

ブ
ル
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
、
話
の

花
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。

食
事
も
地
元
富
山
の
食
材
を
ふ

ん
だ
ん
に
使
っ
た
物
が
並
び
ま
し

た
。翌
日
大
会
に
は
九
〇
〇
名
余
り

の
方
々
が
参
加
し
ま
し
た
。

初
め
に
N
p
〇
法
人
富
山
腎
友

会
会
長

水
本
承
夫
氏
に
よ
る
歓

迎
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

主
催
者
の
油
井
清
治
全
腎
協
会

長
が
「二
〇
〇
八
年
度
全
国
大
会

に
よ
せ
て
」
と
題
し
て
話
さ
れ
ま

し
た
。「私
達
は
三
七
年
間
先
人
が
築

き
上
げ
た
『透
析
患
者
の
い
の

ち
と
暮
ら
し
を
守
る
』
こ
と
を

患
者
運
動
の
柱
と
し
て
、
会
員
に

信
頼
さ
れ
る
活
動
を
目
指
し
て
き

ま
し
た
が
、
本
年
四
月
改
正
の
透

析
診
療
報
酬
で
は
『長
生
き
で
き

る
長
時
間
透
析
』
が
実
現
さ
れ
、

患
者
へ
の
好
影
響
が
も
た
ら
さ
れ

ま
し
た
。 
し
か
し
反
面
患
者
の
高

齢
化
と
患
者
会
の
無
関
心
層
の
広

が
り
に
よ
る
会
員
組
織
率
の
低
下

が
現
状
に
直
面
し
て
い
ま
す
。 
こ

の
大
会
を
機
に
初
心
に
か
え
り
強

い
全
腎
協
の
構
築
に
向
け
て
進
む

決
意
を
再
確
認
し
た
い
と
念
願
し

て
い
ま
す
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

患
者
の
訴
え
で
は
、
岐
阜
の
八

島
徹
也
さ
ん
他
二
名
の
方
が
、
色
々

な
思
い
、
考
え
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、 
N
p
〇
法
人
富
山
県
腎

友
会
の
筒
口
千
鳥
さ
ん
が
、
大
会

決
議
を
述
べ
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
・

そ
の
後
休
憩
を
挟
み
、
記
念
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。

前
富
山
県
山
岳
警
備
隊
長
谷
口

凱
夫
氏
が
「山
と
向
き
合
い
三
十

年
~
生
と
死
の
は
ざ
ま
で
見
る
人

間
模
様
と
現
代
登
山
者
気
質
~
」

に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。.

午
後
か
ら
は
分
科
会
が
五
っ
に

分
か
れ
て
あ
り
、
出
席
者
は
そ
れ

ぞ
れ
の
関
心
の
あ
る
も
の
に
参
加

し
ま
し
た
。

午
後
三
時
に
閉
会
し
ま
し
た
。

,,-.一,一」」、.-、.一]・--y一゙.-「-;)し

来
年
に

るー
是です。 


